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研修のねらい

【研修の前提と目的】
審議会委員の皆様は、SDGsに関する相応の知見を既にお持ちです。
このため、この研修は、次に関する理解を深め、ご審議に役立てて頂く
ことを目的とします。

１．SDGsの趣旨や、自治体においてSDGsに取り組む意義について
２．総合（振興）計画への位置づけや、施策・事業の展開について
３．市民・事業者など、多様な主体による取組の展開について
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研修の構成

【スライドを用いた説明】約２０分

１．SDGsとは
２．自治体における取組事例
（参考）市民・事業者による取組事例

【質疑応答】約１０分
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１．SDGsとは
（１）総説
（２）ゴールとターゲット
（３）考え方の特徴
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１．SDGsとは （１）総説

 SDGs（Sustainable Development Goals）「持続可能な開発目標」

 「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された国際目標
（2015年9月の国連サミットで採択）

 2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す
資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html
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１．SDGsとは （１）総説

 17のゴール・169のターゲットから構成される

 地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓う

 発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）
なもの

資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html
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１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 17のゴール



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
 ★極度の貧困の撲滅 ★貧困状態にある人の割合の半減
 ★貧困層等への保護 ★行政サービス利用と経済的権利の確保
 ★貧困層等への経済・社会・環境的影響や、災害脆弱性の軽減

 飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を
 ★飢餓の撲滅 ★栄養不良の解消
 ★小規模食料生産者の農業生産性及び所得の倍増
 ★持続可能な食料生産システムの確保 ★野生種の遺伝的多様性の維持



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進
★妊産婦死亡率の低減 ★新生児死亡率の低減
★伝染病の根絶と感染症への対処 ★薬物乱用等の防止
★非感染性疾患による若年死亡率の低減と精神保健及び福祉の促進
★道路交通事故による死傷者の半減 ★生殖に関する保健サービス利用促進
★ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の達成
すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を

 を促進 ★無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教育
 ★質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育
 ★質の高い技術教育・職業教育及び大学を含む高等教育
 ★教育におけるジェンダー格差の解消 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を
★女性及び女児に対する差別撤廃 ★女性及び女児に対する暴力排除
★育児・介護や家事労働の認識・評価
★政治・経済等あらゆるレベルの意思決定への女性の参画と、
リーダーシップの機会確保 等

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する
★安全で安価な飲料水へのアクセス達成
★適切かつ平等な下水施設・衛生施設（トイレ等）へのアクセス達成
★水質の改善 ★水の効率的利用と水不足の解消
★水に関連する生態系保護・回復 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能なエネルギーへのアクセスを
★安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保
★再生可能エネルギー割合を大幅拡大
★エネルギー効率の改善率を倍増

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な
雇用と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進
★一人当たり経済成長率の持続 ★中小零細企業の設立や成長の奨励
★多様化、技術向上及びイノベーションを通じた高いレベルの経済生産性達成
★働きがいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金の達成
★強制労働の根絶と児童労働の撲滅 ★持続可能な観光業の促進 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進
 及びイノベーションの推進を

★持続可能かつ強靱（レジリエント）なインフラ開発
★クリーン技術及び環境に配慮した技術・産業プロセスの導入拡大
★イノベーションの促進、技術能力の向上 等
各国内及び各国間の不平等を是正する
★所得成長率の漸進的達成
★全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進
★差別的な法律、政策及び慣行の撤廃、機会均等の確保
★税制、賃金、社会保障政策等の政策導入による、平等拡大の漸進的達成 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を
★適切、安全かつ安価な住宅の確保
★持続可能な輸送システムへのアクセス提供 ★包摂的かつ持続可能な都市化
★文化遺産及び自然遺産の保護保全 ★災害による死者や被災者数を大幅削減
★一人当たりの環境上の悪影響を軽減 等
持続可能な生産消費形態を確保する
★天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用
★一人当たりの食料廃棄の半減
★化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を大幅削減
★廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用 ★持続可能な公共調達 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
★自然災害に対する強靱性（レジリエンス）強化
★気候変動対策を政策、戦略及び計画に盛り込む
★気候変動等に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を改善

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
★海洋汚染の防止
★海洋及び沿岸の生態系の回復
★漁獲の効果的規制
★沿岸域及び海域の保全 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
 ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

★陸域生態系と内陸淡水生態系の保全
★森林の持続可能な経営 ★砂漠化への対処
★生物多様性を含む山地生態系の保全 ★絶滅危惧種の保護 等
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法
へのアクセスを提供し、効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
★暴力及び暴力に関連する死亡率の大幅減少
★児童虐待、搾取等を撲滅 ★全ての人々に司法への平等なアクセスを提供
★汚職や贈賄の大幅減少 ★有効で説明責任のある透明性の高い公共機関 等



１．SDGsとは （２）ゴールとターゲット
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 ゴールとターゲット（★印）資料：外務省「JAPAN SDGs Action Platform」なお、文言は弊社が要約

 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを
 活性化する
 ★開発途上国への国際的な支援
 ★持続可能な開発のための政策の一貫性を強化

★効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進 等



１．SDGsとは （３）考え方の特徴

 ３つの側面（経済・社会・環境）＋パートナーシップ（協働）

 インターリンケージ（統合性） すべてのゴールは互いに関係している（タテワリではない）

 バックキャスティング 到達したい野心的目標から逆算する（積み上げ型の目標設定ではない）

 トランスフォーメーション（変革）常識は変わる・変えていく（前例踏襲型ではない）

 普遍性 先進国・途上国、市民・事業者・行政、すべての人・機関の共通目標（ヒトゴトでない）

出所：公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）「持続可能な開発目標（SDGs）とは」 https://www.iges.or.jp/jp/sdgs
等を参考に、弊社作成
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２．自治体に
おける取組事例

（１）自治体がSDGSに取り組む意義
（２）SDGS未来都市における取組
（３）総合計画への位置づけ
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２．自治体における取組事例
（１）自治体がSDGsに取り組む意義

 消極的理由は× 消極的な取組しか生まれない
例）国連が・日本政府が、取り組めと言っているから

まわりの自治体が、みんな取り組むと言っているから

 高尚に過ぎる理由も？ 自分事として捉えにくい・実践に移しにくい
例）17のゴール・169のターゲット全ての達成に、全力で取り組むべき

地球の温暖化を、久喜市だけの取組で阻止すべき（不可能）
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２．自治体における取組事例
（１）自治体がSDGsに取り組む意義

 内閣府～地方創生SDGs
政策全体の全体最適化、地域課題解決の加速化
地方創生の取組の一層の充実・深化
行政、民間事業者、市民等が地方創生に向けた共通言語を持つことが可能に
政策目標の理解が進展
自治体業務の合理的な連携の促進
地方創生の課題解決を一層促進

出典：内閣府「地方創生SDGs」
https://future-city.go.jp/sdgs/
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２．自治体における取組事例
（１）自治体がSDGsに取り組む意義

 本質的意義
SDGsの普遍性 すべての人・機関の共通目標（ヒトゴトでない）久喜市も取り組むべき

 戦略的意義
SDGsの理念などを、より良いまちづくりのために活用
例）あるゴールに着目（例えば№７エネルギー）し、まちづくりの方向性を定める

パートナーシップ（№17）に着目し、市民・事業者・行政の協働を進める
社会・経済・環境の質的向上を図り、まちの魅力・暮らしやすさ等を高める
課題解決に多角的な視座を与え、庁内連携を促して施策・事業の改善を図る
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２．自治体における取組事例
（２）SDGs未来都市における取組

 SDGs未来都市（内閣府選定）
SDGsの理念に沿った基本的・総合的取組を推進しようとする都市・地域が対象
経済・社会・環境の三側面における新しい価値創出
持続可能な開発を実現するポテンシャルが高い都市・地域として選定
「環境未来都市」の制度を引き継ぎ、2018年度から選定（現在93道府県・市町村）

出典：内閣府「SDGs未来都市」
https://future-city.go.jp/sdgs/

22



２．自治体における取組事例
（２）SDGs未来都市における取組
 下川町（北海道）

SDGsを基軸として、
まちづくりを総合的
・戦略的に推進

出典：下川町「2030年における下川町のありたい姿」
https://www.town.shimokawa.hokkaido.jp/section/kankyoumirai/sdgs/
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２．自治体における取組事例
（２）SDGs未来都市における取組

 下川町（北海道）

出典：外務省「ジャパンSDGsアワード」
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html
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２．自治体における取組事例
（３）総合計画への位置づけ

 総合計画とSDGsの親和性
いずれも「総合的」な分野を扱い「長期的」な目標を掲げる
「パートナーシップ（協働）」で進める

 総合計画への位置づけー近年、様々な取組
政策・施策・事業体系とSDGsの単純な紐づけ（アイコンを貼る）から、
SDGsの視点からの総合計画施策体系や取組整理へ
「総合計画を推進することが、SDGs達成に向けた取組を推進することに資する」（尼崎市）
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２．自治体における取組事例
（３）総合計画への位置づけ

 尼崎市（兵庫県）
SDGsの視点から、総合計画の
施策体系や取組の整理を進め
「尼崎版SDGs」をまとめる。

出典：尼崎市「総合計画における尼崎市のＳＤＧｓ達成に向けた取組の推進について」

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/011/550/sdgs.amagasakiver201912.pdf
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２．自治体における取組事例
（３）総合計画への位置づけ

 尼崎市（兵庫県）

出典：尼崎市「総合計画における尼崎市のＳＤＧｓ達成に向けた取組の推進について」

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/011/550/sdgs.amagasakiver201912.pdf
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（参考）
市民・事業者による
取組事例

ジャパンSDGSアワード（外務省）
受賞団体から
滋賀銀行
日本青年会議所
ふくしま未来農業協同組合
魚町商店街振興組合

出典：外務省「ジャパンSDGSアワード」

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/
index.html
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